
平成２７年９月３日
財       政       課

　○　 　富山県経済・文化長期ビジョン（仮称）策定事業 4,000

　○ 　　本社機能移転に対する企業立地助成金の拡充 【制度改正】 100,000

300,000
(預託額）

200,000
(預託額）

500,000
(預託額）

　○ 　　とやまの次世代型環境産業海外展開支援事業 【創生】 6,000

　○ 　　薬都とやまヘルスケア創造シーズ育成事業 【創生】 5,400

　○ 　　薬都とやまヘルスケア創造シーズ実用化支援事業 【創生】 9,500

　○　 　とやま伝統工芸ブラッシュアップ支援事業 4,900

　○ 　　農地中間管理事業支援基金への積み立て 759,599

　○ 　　経営安定資金「経済変動対策緊急融資」の拡充　融資枠２０億円（４倍協調）

（単位：千円）

　○ 　　施設整備関係資金「設備投資促進資金」の拡充　融資枠９億円（３倍協調）

　○ 　　創業支援資金「創業者枠」の拡充　融資枠５億円（２．５倍協調）

平成２７年度 ９月補正予算案の概要（ポイント）

～ 一般会計総額 ９６億１２百万円の補正 ～

１ 経済産業振興と人材育成
２ 少子化・人口減少対策と地域活性化
３ 観光の振興と空港利用促進・地域交通対策
４ 医療・福祉の充実
５ 教育・文化の振興
６ 環境の保全と再生可能エネルギーの導入促進
７ 安全・安心の確保
８ 社会基盤、生活基盤の整備
９ その他

１ 経済産業振興と人材育成

拡

・機構集積協力金について、国配分額の確定に伴う増額分の基金への積立て

新

・地方創生（当面5年間の計画）の議論と並行し、新幹線開業後の新しい富山県の経済・文化やこれらを担う人づくりなどについて長期ﾋ゙ｼ゙ｮﾝを策定するもの

新

・官民連携による海外展開セミナーの開催を通じ、県内環境関連産業の海外展開を支援

新

・実用化が有望な基礎的研究成果（シーズ）に関する経験豊富な専門家等との個別相談、知的財産戦略等を支援

新

・「シーズ」の臨床試験計画立案や試作品製造のほか、ヘルスケア産業の研究開発等を支援

・海外景気の下振れ、店舗間競争の動向を見据え、中小・小規模企業の経営を下支えする融資枠を拡大（100億円→120億円）

拡

新

・伝統工芸品産業の振興策に活かすため、ミラノのデザイン関係者の招へいや事業者の現状と課題の調査を実施

≪凡例≫
○地方創生先行型交付金(追加分)事業（国10/10）…【創生】
○地域少子化対策強化交付金事業（国10/10）…【少子化】
○地域創生人材育成事業(国10/10)…【人材】

拡

・①雇用・投資要件の緩和、②助成上限額の引上げ、③助成枠の拡充 により本社機能移転を積極促進

・北陸新幹線開業効果等による設備投資資金需要増を見据え、融資枠を拡大（49.5億円→58.5億円）

拡

・県内での創業が活発化している現状を踏まえ、融資枠を拡大（22億円→27億円）

拡

○ 経済産業の振興

○ 農林業の振興



　○ 　　農地中間管理推進事業（機構集積協力金） 744,392

　○ 　　薬用シャクヤク生産機械化実証支援事業 【創生】 8,000

　○　　 地方創生推進基盤整備事業（農業用施設整備） ＜再掲＞ 100,000

　○　　 地方創生推進基盤整備事業（森林整備） ＜再掲＞ 50,000

　○ 　　プロフェッショナル人材事業　【国委託10/10】 28,000

　○　　富山県地域人材育成協議会運営事業 【人材】 19,902

　○ 　　外国人対応サービス人材育成事業 【人材】 8,763

　○ 　　とやま環境グローバルリーダー育成国際塾事業 【創生】 6,600

　○　　特別保育充実促進事業 【人材】 7,914

　○　　ものづくり職人確保育成事業 【人材】 3,770

　○ 　　とやま新伝統工芸人材確保育成事業 【人材】 2,783

　○ 　　建設人材教育訓練等事業 【人材】 5,904

　○ 　　地方創生推進基盤整備事業 900,000

　　　◆ 定住・半定住を推進する地域における道路整備 150,000

　　　◆ 中山間地域で安心して人が住み・生活するために必要な道路整備 250,000

　　　◆ 集落間ネットワークの維持のために必要な道路整備 350,000

100,000

　　　◆ 林業生産活動の継続・拡充や都市山村交流の促進に資する森林整備 50,000

　　　◆ 農業生産活動の継続・拡充や都市農村交流の促進に資する農業用施設整備

（単位：千円）
２ 少子化・人口減少対策と地域活性化

新

・県内建設企業の人材確保、若年層の入職と定着を促進するため、資格取得や技能者育成等を支援

拡

・国配分額の確定に伴う、市町村に対する機構集積協力金の交付

新

・民間訓練機関・職業紹介機関・行政等で構成する協議会の運営、人材掘起し・研修・就労支援を行うｺー ﾃ゙ｨﾈー ﾀー 等の配置

新

・高度熟練技能者(親方)の下での職場見学、職場体験実習を通じた人材の確保

新

・伝統工芸分野での職場体験やｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ、在職者向け研修を通じた人材育成・確保、競争力強化

新

・プロフェッショナル人材戦略拠点を設置し、県内中小企業の経営戦略の実現を担う人材採用を支援

新

・潜在保育士の職場復帰を支援し、特別保育の充実を図るため、県内保育所等で雇用型訓練を実施

新

・県内観光事業者等で雇用型訓練を実施し、外国人旅行者に接遇・サービスを提供できる人材を育成

新

・NOWPAP、大学、企業が連携し、若者を対象に環境分野の次世代リーダーを育成する国際塾を実施

○ 地方創生に意欲的に取り組む地域の基盤整備

・定住・半定住の推進や中山間地域の機能維持に必要な道路整備など、ハード面からも地方創生を推進

新

○ 人材の育成・確保

内 訳

新

・薬用シャクヤク栽培等の労働生産性を高めるための機械化一貫体系実証を支援

新

新



29,800

　○ 　　病児・病後児保育事業費補助金の増額 34,134

　○ 　　放課後児童クラブ事業費補助金の増額 21,855

　○ 　　｢がんばる子育て家庭支援融資｣の拡充　融資枠４億円（２倍協調） 200,000
(預託額）

　○　 　保育所保育料・幼稚園保育料軽減事業 41,892

　○ 　　県立大学施設整備基本設計費の増額 ＜再掲＞ 28,830

　○ 　　県立大学看護学部整備事業 ＜再掲＞ 【H28債務負担行為29,232】 19,157

　○ 　　富山くらし・しごと支援センター相談・発信強化事業 【創生】 15,000

　○ 　　定住者受入モデル地域トータルサポート事業 【創生】 22,250

　○ 　　移住促進のための空き家改修支援モデル試行事業 3,000

　○ 　　介護人材移住意向調査事業 【創生】 5,000

　○ 　　伝統工芸人材移住促進事業 【創生】 1,000

（単位：千円）

  ○ 　　首都圏情報発信拠点魅力発信推進事業 37,500

　○ 　　観光地域づくりマーケティング調査検討事業 【創生】 13,190

　○ 　　訪日旅行・富山旅行センター開設準備事業 【創生】 32,500

　○ 　　ＴＯＹＡＭＡﾊｯﾋﾟｰﾗｲﾌ･ﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞｷｬﾝﾍﾟｰﾝ事業 【少子化】

拡

・放課後児童クラブの運営費等への補助について、国の補助要件・単価等の見直しに合わせて増額

拡

・病児・病後児保育事業費補助金について、国の補助要件・単価等の見直しや実施箇所増に伴い増額

新

・来年春頃予定の首都圏情報発信拠点のｵｰﾌﾟﾆﾝｸﾞに向けたHＰ全面ﾘﾆｭｰｱﾙや各種ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝの実施

新

・県民から公募した結婚、妊娠、出産、育児の喜びｴﾋﾟｿｰﾄﾞの発信を通じ、富山の素晴らしい子育て環境をＰＲ

新

・富山くらし・しごと支援ｾﾝﾀー による新規学卒者向けｾﾐﾅｰ等の拡充、HP等による定住・半定住希望者への情報発信の強化

新

・移住に際して求められる条件等を把握し、施策に反映させるため、東京圏の介護従事者を対象に調査・分析を実施

新

・定住者受入モデル地域が取り組む施設・備品整備の環境づくりを総合的に支援

新

・G７開催等による訪日客の増加を見据え、日本版DMO設置に向けた観光ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ手法等を調査・検討

新

・ＵＩＪﾀｰﾝ体験者講演、伝統工芸品ＰＲ等を含むセミナーを開催し、首都圏から伝統工芸人材を募集

新

・本県の北陸旅行の「ハブ」としての優位性を活かした旅行者向けﾜﾝｽﾄｯﾌﾟｻｰﾋﾞｽ拠点の検討・準備

拡

・本年度より実質無利子化した標記融資について、利用実績の伸長にあわせて融資枠を拡大（10億円→14億円）

３ 観光の振興と空港利用促進・地域交通対策

○ 子育て支援の充実

○ 人口流出の抑制と県外からの移住促進

○ 国内外からの観光誘客の促進

拡

新

新

・県外からの移住者が行う空き家改修について、市町村と連携して、モデル・試行的に支援

拡

・中核市が実施する保育料無料化の取組みを補助対象化（３～５歳児分、Ｈ26時点の市の制度を上回る部分の1/2を補助）



10,000

　○　 　環水公園ウィンターファンタジア事業 3,200

　○ 　　映像コンテンツ活用欧州観光客等誘致促進事業 3,000

　○ 　　「エンジン０２富山」開催支援事業 2,000

　○ 　　新湊マリーナ大型船舶用クレーン整備事業（港湾施設特別会計） 80,000

　○ 　　田園サイクリングコース等整備事業 【創生】 47,000

　○　 　富山きときと空港企業サポーターズクラブ機能強化事業 15,000

　○　 　富山きときと空港トランジット利用促進事業 4,000

　○　　富山きときと空港乗合タクシー実証運行事業 11,000

　○　 　富山駅・富山きときと空港バス実証運行事業 900

　○　 　交通事業者向け外国人対応スキルアップ事業 1,000

　○　 　地域交通利用状況調査事業 23,000

（単位：千円）

　○ 　　地域医療介護総合確保基金（介護分）の積立て 342,977

　○ 　　地域密着型介護基盤整備事業 【地域医療介護総合確保基金事業】 713,441

　○ 　　富山型デイサービス施設人材確保育成事業 【人材】 14,510

　○ 　　介護従事者確保育成事業 【人材】 9,725

  ○ 　　富山・長野・石川広域周遊観光推進事業 【創生】

継

・新湊マリーナの拡充に合わせて整備する大型船舶用クレーンの基礎部分に係る土木工事の実施

新

・富山型デイサービスにおける介護人材確保のため、雇用型訓練等を実施

新

・質の高い介護人材確保のため、介護事業所において働きながら介護技術・資格を取得する雇用型訓練（短期・長期）を実施

拡

・地域医療介護総合確保基金を活用し、認知症高齢者ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑなど地域密着型サービスの施設整備等を推進

拡

・国の医療介護提供体制改革推進交付金の内示を受けた地域医療介護総合確保基金(介護分)の積み増し

・民間事業者が取り組む本県観光資源の海外発信事業（パリ白夜祭でのイベント開催等）を支援

新

新

・空港の冬期の利用促進を図るため、空港と県内各地を結ぶ乗合タクシーの実証運行を支援

新

・富山空港国際定期便＋富山‐羽田便を利用する外国人ツアーへの送客助成を実施

拡

・富山駅と空港間のアクセス利便性向上のため、実証運行として直行バスを増便

新

・新幹線開業後の県内の交通利用状況を把握するため、新幹線駅や主要駅等で県下一斉に地域交通の利用実態を調査

新

・外国人旅行者の受け入れ態勢充実のため、県内交通事業者向けに外国人対応マニュアルの作成を支援

新

・環水公園の冬期の賑わい創出のため、花火やLEDｱﾄﾗｸｼｮﾝによる光の演出等からなるイベントを実施

新

・湾岸コースに加え、高低差4,000ｍの地形が生み出す自然を体感できる田園サイクリングコースを整備

新

・富山-長野-石川の周遊観光ｺｰｽの中国での認知度向上を図るため、近隣県と連携してＰＲ等を実施

新

・富山-羽田便のビジネス需要の回復を図るため、企業ｻﾎﾟｰﾀｰｽﾞｸﾗﾌﾞと連携した首都圏への売込みを強化

新

・来年２月に予定されている「エンジン０２富山」の開催に対する支援

○ 富山きときと空港の利用促進と地域交通対策

４ 医療・福祉の充実



　○ 　　特定地域における介護人材確保育成事業 【人材】 11,867

　○　 　保育所保育料・幼稚園保育料軽減事業 ＜再掲＞ 41,892

10,000

　○ 　　「ストップ！糖尿病」推進事業 【創生】 12,000

（単位：千円）

　○ 　　県立大学施設整備基本設計費の増額 28,830

　○ 　　県立大学看護学部整備事業 19,157

　○ 　　公職選挙法改正による選挙権年齢の引き下げに伴う啓発事業 1,200

　○　 　富山県経済・文化長期ビジョン（仮称）策定事業 ＜再掲＞ 4,000

　○ 　　北陸新幹線開業記念オペラ開催支援事業 10,000

　○ 　　「アジアを代表する舞台芸術の拠点づくり」発信事業 【創生】 16,500

　○ 　　国際的舞台芸術作品創造支援事業 【創生】 8,000

　○ 　　舞台芸術国際化対応設備整備事業 【創生】 4,000

　○　 　とやま伝統工芸ブラッシュアップ支援事業 ＜再掲＞ 4,900

（単位：千円）

　○　 　Ｇ７富山環境大臣会合準備事業 2,300

　○　 　Ｇ７富山環境大臣会合関連イベント開催事業 【創生】 2,300

　○　 　地熱発電開発可能性調査事業（電気事業特別会計） 8,000

【H28債務負担行為29,232】

　○ 　　ＩＣＴ活用「病・病連携」推進事業 【創生】

拡

新

・県立大学看護学部の施設の基本設計や教育課程の作成、教員の確保等、開設準備を推進

・学科の拡充により、整備予定の新棟の面積が増加することに伴う基本設計費の増額

新

・地域包括ケアを支える人材づくりに向け、地域住民から介護人材を確保するモデル的な雇用型訓練等を実施

・新幹線開業を記念し、ｲﾀﾘｱﾌﾟｯﾁｰﾆ音楽祭で公演された三枝成彰氏作曲のｵﾍﾟﾗ「Jr.ﾊﾞﾀﾌﾗｲ」の本県開催を支援

新

新

・大臣会合開催に向け、庁内ＰＴで歓迎事業、関連事業等の調整・提案を行うほか、環境省へ職員を派遣

新

・糖尿病重症化予防に向けた、腎機能リスクお知らせシステムの構築や健康合宿の実施

新

・海外演劇作品の多言語上演に対応するため、ＬＥＤディスプレイ形式による翻訳字幕装置を整備

新

・ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞやＳＮＳを活用して「ＴＯＧＡ」を県内外に発信するほか、紹介用DVD、ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ等を制作

新

・冬季にアジア諸国から演劇関係者を利賀に招へいし、共同で作品を制作する取組みを支援

新

・本県の優れた地熱ポテンシャルを活かした再生可能エネルギーの導入拡大を図るための調査・検討を推進

新

・医療圏を越えた病院間連携を図るため、中央病院と黒部市民病院との診療情報共有ｼｽﾃﾑを構築

新

・環境問題への関心・理解を深め、機運の醸成を図るため、県民を対象としたシンポジウムを開催

拡

新

・新たに選挙権を有することとなる高校生・大学生等を対象として、主権者教育を実施

５ 教育・文化の振興

６ 環境の保全と再生可能エネルギーの導入促進

新

新



　○ 　　県単独道路・河川等災害未然防止対策事業 250,000

　○ 　　議会棟の耐震補強改修　【Ｈ28～Ｈ29債務負担行為】 （1,993,500）

　○ 　　災害時消費生活理解促進事業 【国交付金10/10】 15,000

　○ 　　砂利採取・埋戻実態調査事業 11,000

　○ 　　緊急交通事故防止対策事業 3,000

（単位：千円）

　○ 道路事業、河川事業、砂防事業など公共事業の追加 655,821

＜主な内訳：別紙参照＞

　・河川事業（252,500千円 地久子川など）、砂防事業（246,000千円 布施爪地区など）　　など

　○ 県単独の道路橋りょう整備事業、河川海岸整備事業等の追加 ＜一部再掲＞ 3,800,000

＜主な内訳：別紙参照＞

900,000

　■ 県単独道路・河川等災害未然防止対策事業 ＜再掲＞ 250,000

　○ 平成26年度の決算剰余金の県債管理基金への積立て 350,000

※　「とやまの未来創生」に向けた先行的施策（再掲整理）　…　別表のとおり

（単位：千円）

　・道路橋りょう整備費（2,101,000千円）、河川海岸整備費（273,000千円）、砂防施設整備費（191,000千円）、
　　治山・農業農村整備等（300,000千円）、信号機（50,000千円）、県有施設等改修費（300,000千円）　　など

（単位：千円）

　■ 地方創生推進基盤整備事業 ＜再掲 ＞

・地域の生活基盤の整備、災害に強い強靭な県土づくりのほか、地方創生を支える社会基盤の整備を推進

・道路、河川・砂防事業などの推進により、社会基盤の整備を促進

９ その他

新

・耐震力が不足している議会棟について耐震改修工事を実施

新

・東日本大震災から5年目となる節目に、災害時の消費生活についての理解促進を図る各種啓発事業を実施

新

・高齢者の交通死亡事故が大幅に増加していることから、県内一斉街頭キャンペーン等、緊急対策を実施

新

・過去の不適切な砂利採取事例が発覚したことを受け、適切な採取が行われていたかについて確認調査を実施

７ 安全・安心の確保

８ 社会基盤、生活基盤の整備

上記の内数

拡

・河川堤防嵩上げ、道路法面崩落対策、山腹崩壊対策等により災害被害を未然に防止


